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議    長  ご起立願います。おはようございます。ご着席ください。 

議    長  ただいまから本日の会議を開きます。 

 

議    長  日程第１、議案第２５号「平成２５年度川棚町一般会計予算」

から、日程第８、議案第３２号「平成２５年度川棚町水道事業会計予算」ま

でを、会議規則第３７条の規定により、一括議題と致します。 

  なお、この新年度予算につきましては、本日は説明を受けるだけにして、

本会議４日目に全体について質疑を行うことにしております。また、町長か

らの新年度予算説明については、一日目の施政方針説明の中で説明を受けて

おりますので、本日は町長の説明は省略を致します。 

  それでは、議案第２５号から順次説明を求めます。 

企画財政課長  それでは、ただいま上程をされました議案第２５号「平成２５

年度川棚町一般会計予算」について説明を致したいと思います。予算書、開

けていただいてページが１となっておるところでございますが、議案第２５

号「平成２５年度川棚町一般会計予算」として、その内容について定めたも

のを掲げておるところでございます。 

  第１条としましては、歳入歳出予算についての総額は歳入歳出それぞれ５

５億１,７００万円と定めるとしておるところでございます。 

  ２項につきましては、その内容等については、第１表、歳入歳出予算によ

るということで定めておるところでございます。 

  第２条におきましては、債務負担行為としまして、債務を負担する行為を

することができる事項、期間及び限度額は、第２表、債務負担行為によると

いうことで定めておるところでございます。 

  第３条におきましては、地方債、地方自治法の規定により起こすことがで

きる地方債の記載の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第

３表、地方債によるということで定めておるところでございます。 

  一時借入金につきましては、第４条において、最高額を５億円と定めてお

るところでございます。 

  歳出予算の流用としまして、第５条で歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合、次のとおりと定めるとしまして、１号に、各項に計

上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る予算額
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に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

ということで、定義をしておるところでございます。 

  続きまして、第１表、歳入歳出予算では、歳入としまして町税から各款、

項まで記載をしておりまして、総額５５億１,７００万円となっておるところ

でございます。 

  歳入に係る款項の金額を計上しておりまして、合計５５億１,７００万円と

なっておるところでございます。続きまして、議決事項の部分に続きますが、

第２表、債務負担行為としましては、川棚町中小企業振興資金を川棚町が指

定する金融機関から、町内中小企業者が借り受けるにあたり、長崎県信用保

証協会の債務保証について、町の損失補償をすることという事項に基づいて

の債務負担行為を定めておるところでございます。これは可能性があります

ので、このような規定を設けておるところでございます。 

  第３表、地方債につきましては、町債に掲げております内容を、ここで限

度額を定めて起債の方法、利率、償還の方法等を定めておるところでござい

ます。その内容は、町債の記載内容を反映しておるところでございます。総

額３億９,９４０万円となっておるところでございます。 

  それでは、資料の内容に説明を移させてもらいますが、これからは事項別

明細書の款項の流れに沿って、説明を致したいと思います。 

議    長  説明が長くなるようであれば、着席して説明されて結構です。

あと、それぞれ各担当課長におかれましても、具体的な内容の説明に入った

ら、それぞれ着席をされて、説明されても結構ですので、最初に伝えておき

ます。 

企画財政課長  一般会計の予算書を先に配布をしております。それと先程、今

朝ほどお配りを致しました説明資料に基づいて説明をしたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。 

  予算書のページの追い方としましては、それぞれの款のところに説明資料

の款の表示のところにページ数を掲げておりますので、よろしくお願いしま

す。 

  事項別明細書１２ページ、１３ページ。 

  １款町税でございます。１項町民税でございまして、１目に掲げておりま

す個人、４億７,４２１万円、前年度比２,３１８万円の増加となっておると
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ころでございます。個人町民税の現年度課税分は、給与所得、営業所得、農

業所得とともに、所得の伸びが期待ができない見込みでございまして、２２

年度税制改正により、年少扶養控除の廃止、特定扶養控除の縮小が２４年度

課税分から実施されたことに伴い、増加が見込めますが、対前年度比２,３１

８万円の増加の４億７,４２１万円を計上しているところでございます。その

下の内容等、一部飛ばしますので、どうぞご理解をお願いします。 

  ２目法人に移ります。４,８５０万円、前年度比６２０万円の減少でござい

ます。均等割分は２４年１２月末日現在の法人数を元に算出しておるところ

でございます。税割分は、前年度実績と直近の決算見込みを元に２,４４０万

円を計上しているところでございます。 

  ２項固定資産税、１目固定資産税でございます。５億３,０５０万円、前年

度比１,２００万円の減少でございます。固定資産税の課税客体のうち、土地

は前年度予算に比べ、農地等の宅地化や、負担調整により増加が見込まれる

ものの、地価下落の影響により減少と見込んでいます。家屋は３年に１度の

評価替えから、１年を経過し、新増築と滅失による相殺で増加を見込んで計

上しています。 

  また、償却資産は事業所等の新設や増設と、前年を上回る要因には乏しく、

近年の動向を踏まえ見込んでいるところです。したがいまして、現年課税分

の固定資産全体では、対前年度比１,２００万円減少の５億２,５５０万円を

計上しているところでございます。 

  ２目国有資産等所在市町村交付金１１４万３千円、前年度比１２万８千円

の減少でございますが、国有資産等所在市町村交付金は、交付対象となる土

地面積の減少と、地価評価額の下落により１１４万３千円を計上しています

というところでございます。 

  ３項軽自動車税、１目軽自動車税は、３項と同額でございまして、３,７０

５万円、対前年度比１２０万円の増加と見込んでおるところでございます。

軽自動車税の現年度課税分は、２４年１２月末現在の登録台数を元に課税台

数を６,７３０台と見込み、対前年度比１２０万円増加の３,６７０万円を計

上しています。この分については、現年度のみの表示でございます。 

  ４項町たばこ税７,７５０万円、対前年度比５５０万円の増加でございま

す。町たばこ税は、平成２２年度１０月のたばこ税の税率改正以後、売上本
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数の減少が見込まれますが、平成２５年４月からの税源移譲に伴い、対前年

度比５５０万円増加の７,７５０万円を計上しているところでございます。 

  ５項入湯税８００万円、前年度比増額となっております。入湯税は、入湯

税の対象となる入湯客の動向は、毎年減少傾向にありますが、長崎国体リハ

ーサル大会の効果を見込み、前年度と同額の８００万円を計上しているとこ

ろでございます。町税全体の滞納繰越分についてのコメントですが、町税全

体の滞納繰越分については、その縮減を図るため引き続き努力を重ね、目標

として前年度と同額の８６１万円を計上しているところでございます。２０、

２１ページ。 

  ２款地方譲与税５,２００万円、前年度同額となっております。地方譲与税

は、過去の実績と国が示す地方財政計画を元に推計し、前年度予算と同額を

見込み計上しているところでございます。 

  ３款利子割交付金に進みます。２５０万円、前年度比５０万円の減少でご

ざいます。利子割交付金は、過去の実績と国が示す地方財政計画を元に推計

し、２４年度決算見込みと同程度の前年度予算比５０万円減額の２５０万円

を計上しているところでございます。説明資料は次のページに移らせてもら

います。事項別明細書２４、２５ページでございます。 

  ４款配当割交付金１００万円、前年度比６０万円の増額でございます。配

当割交付金は、過去の実績と国が示す地方財政計画を元に推計し、前年度予

算比６０万円の増加と見込み、１００万円を見込んでいるところでございま

す。 

  ５款株式等譲与所得割交付金３０万円、前年度同額としておるところでご

ざいます。これにつきましても、過去の実績と国が示す地方財政計画を元に

推計し見込んでいるところでございます。事項別明細書２８、２９。 

  ６款地方消費税交付金１億２,５００万円、前年度同額となっております。

これも過去の実績と国が示す地方財政計画を元に推計し、前年度予算額と同

額を見込み計上しているところでございます。 

  ７款自動車取得税交付金９００万円、前年度同額でございます。これにつ

きましても、同じく過去の実績と国が示す地方財政計画を元に推計し前年度

予算と同額を見込み計上しているところでございます。 

  ８款地方特例交付金４５０万円、前年度同額でございます。地方特例交付
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金は、２４年度から住宅借入金等特別税額控除による減収に対する減収補て

ん特例交付金のみとなっておりまして、前年度決算見込み額と同額の４５０

万円を見込み計上しているところでございます。 

  ９款地方交付税に移ります。事項別明細書は３４、３５になろうかと思い

ます。 

  地方交付税２１億円、前年度同額としております。地方交付税のうち、普

通交付税は、国が示す地方財政計画において地方交付税について詳しく示さ

れていない段階での編成となっています。若干の減額方針、前年度比２．２

％減も示されているが、基準財政収入額の減少と、前年度の実績などから、

前年度同額の２０億５千万円を見込んでいるところでございます。特別交付

税は２３年度までの実績から前年度と同額の５千万円を見込み計上している

ところでございます。 

  交通安全対策特別交付金、１０款ですね。２５０万円、前年度比３０万円

の増加でございます。交通安全対策特別交付金は、過去の実績を加味し、前

年度比３０万円増の２５０万円と見込み計上しているところでございます。 

  事項別明細書３８、３９でございます。これからは分担金、負担金と特定

財源等に絡んできますので、分担金、負担金以降の説明欄におきましては、

特定財源の起債方法を記載しておるところでございます。 

  １１款分担金及び負担金の説明を致します。８,８４５万６千円、前年度比

５６８万２千円の増加となっております。分担金及び負担金の前年度比減少

分は、養護老人ホーム入所徴収金が入所者の増加はあるものの、所得階層の

見直しによる減額２００万円相当の計上によるものでございます。分担金負

担金の大部分を占めます児童福祉費負担金における保育料現年分について

は、前年度比７９７万２千円の増加となっておるところでございます。続き

まして、使用料及び手数料でございます。 

  １２款使用料及び手数料、予算書は４２、４３ページに移ります。１億３,

０８４万５千円、前年度比４２７万５千円の増加、使用料及び手数料の増加

分は、光ブロードバンド基盤使用料の２,５３０万円、前年度比４３０万９千

円の増加を見込み計上しているのが主なものでございます。 

  １３款国庫支出金でございます。５億７,５５０万円、前年度比８,７２８

万３千円の増加となっております。国庫支出金のうち、社会福祉費負担金の
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障害者自立支援費負担金が、障害者福祉サービス給付費の増加により、前年

度比３,５１２万円の増加となっています。児童福祉費負担金では、小串保育

所の民営化により児童措置費、私立保育園分が１,３５６万１千円の増加とな

っています。 

  衛生費国庫負担金の母子保健費負担金については、未熟児にかかる養育医

療費の公費負担制度化が県から権限移譲となったことにより新設されたもの

でありまして、事業費の２分の１を見込み計上となっております。 

  国庫補助金においては、土木費国庫補助金の社会資本整備総合交付金が、

事業費の伸びにより増額となっています。教育費補助金の減額の主なものは、

学校施設環境改善交付金、川棚小学校運動場改修工事分の完成により減少と

なったことによるものです。 

  衛生費国庫補助金の廃目については、循環型社会形成推進交付金事業費補

助金のこれまでの受入額に対して、事業量が少なかったことから年度間調整

によりまして、２５年度では国庫からの交付を見送ることとなったものでご

ざいます。この後、負担割合等の説明もあろうかと思いますが、歳出の金額

と制度上、割合が合致しないものは、事業費の中に補助対象額、補助対象外

の金額が含まれておること等によるものでありますので、ご留意をいただき

たいと思います。 

  資料は次のページ、１４款県支出金に移りたいと思います。予算書も先に

進みます。 

  １４款県支出金４億５,４４８万４千円、前年度比５,６５８万円の増加で

ございます。県支出金のうち、社会福祉費負担金の障害者自立支援費負担金

が障害者福祉サービス給付費の増加により、対前年度比１,７５６万円の増加

となっています。 

  児童福祉費負担金では、小串保育所の民営化により児童措置費私立保育園

分が６７８万円の増加となっているところでございます。 

  県補助金の増加については、総務費県補助金の国体リハーサル大会補助金

として３００万円の計上、労働費補助金の緊急雇用創出臨時特例基金事業費

補助金の採択見込みからの増加と、農林水産業県補助金のイノシシ緊急特別

対策事業費補助金の４３２万７千円、園芸ビジョン２１対策事業費補助金の

５１８万６千円の増加によるものでございます。 
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  一方、保健衛生費補助金については、妊婦健康診査支援事業の年少扶養控

除の住民税増額分を充てることに伴う減少と、子宮頸がんとワクチン接種の

定期予防接種化に伴い、補助金が廃止されたことにより減少しているところ

でございます。あと、当初予算額等については説明を省略し、次に進ませて

もらいます。資料９ページ、予算書７４、７５ページ。 

  １５款財産収入でございます。財産収入５,４７６万１千円、前年度比３,

９６８万４千円の増加でございます。財産収入は、一部基金の運用見直しに

より利子収入の増加と見込み、６６５万３千円計上しているところでござい

ます。また、土地売払収入を、これは見込み計上でございますが、加えて小

串保育所の民営化に伴う土地貸付収入１０９万８千円を見込み増額計上とな

っておるところでございます。 

  １６款寄付金３千円、前年度同額でございますが、これは名目予算につき、

このようになっておるところでございます。 

  １７款繰入金１億８,８２４万９千円、前年度比７,０６４万５千円の増加

でございます。繰入金のうち、基金繰入金は国体のリハーサル大会にかかる

歳出の増加、民生費における障害者に対する歳出事業費と土木費の歳出、こ

れは地形図の作成業務、下水道事業への繰出金等の伸び、及び観光施設特別

会計への繰出金に多額の経費を要することから必要額を見込み計上している

ところでございます。 

  １８款繰越金７千万円、前年度同額、繰越金については、これまで同一規

模の計上としてきておりまして、前年度並みの７千万円を計上しておるとこ

ろでございます。 

  １９款諸収入８,１５９万９千円、前年度比７００万１千円の減少でござい

ます。諸収入は雑入における後期高齢者医療事業委託料の１７４万円の増加

によるもの、それと長崎県町村会物産展事業助成金１００万円の計上はあり

ますが、観光事業収入の観光施設事業特別会計収入での計上となっているも

の、土地改良施設維持管理事業負担金の減少などから、予算額は減額となっ

ているところでございます。 

  ２０款町債、３億９,９４０万円、前年度比４,２１０万円の減額でござい

ます。町債は投資的経費である建設工事の漁村再生交付金事業費、三越漁港

の整備でございます。農村災害対策整備事業費、団体営川棚地区、社会資本
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整備総合交付金事業費、町道東臨港線整備事業他に備えるとともに、県営事

業負担金の農道改良事業費、川棚西部地区にかかるものと、消防ポンプ車の

更新費用の財源確保として借り入れる予定をしておるところでございます。

臨時財政対策債は前年度に比べ５千万円の増額、２億７千万円を見込んで計

上しておるところでございます。 

  歳出の説明に移りたいと思います。事項別明細書９６ページ、９７ページ

でございます。 

  １款議会費１億２５１万９千円、前年度比１０１万８千円の減少、議会費

の１項１目議会費は議員及び職員に係る報酬、給料、職員手当等、共済費等

の人件費の他、委員会の開催や視察調査等に要する費用弁償が主なものにな

っておるところでございます。 

  ２款総務費６億４,０７２万２千円、前年度比１,００７万５千円の増加で

ございます。 

  １項総務管理費でございますが、１目一般管理費は特別職２人、職員２２

名分の人件費の他、人事評価制度構築支援業務委託料、ＰＣＢ混入変圧器処

分委託料を計上しているところでございます。主なものでございます。 

  ３目財政管理費は公会計制度の事務処理を行うためのインターネット回線

の利用料を見込み計上しておるところでございます。 

  ４目会計管理費は前年度比７万４千円の増加となっています。これはコン

ビニ収納の取り扱い件数の見込みにより、役務費の増加によるものです。 

  ５目財産管理費、前年度比７３５万２千円の増加となっておりますが、こ

れは旧白石保育所の解体を計画しておりまして、工事請負費の見込み計上に

よるものでございます。 

  ６目企画費の国際化推進事業費では、中国からの生徒受け入れを行うよう、

その経費を見込み計上しておるところでございます。 

  ７目情報通信基盤整備事業費は、光ブロードバンド基盤整備事業の年間経

費、施設損害保険料、設備保守委託料、電柱使用料、引き込み線敷設工事費

等を計上しており、工事請負費については増加傾向となっておるところでご

ざいます。 

  ９目諸費は地方バス路線運営事業費として、内海線の補助に要する経費を

見込み計上しておるところでございます。新年度から町内移動の一助となる
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よう、タクシー利用に伴う助成制度、活きいきタクシー助成事業費の経費に

ついて見込み計上をしておるところでございます。 

  １１目国体事業費は、平成２６年度のがんばらんば国体開催に向けて実行

委員会運営経費、リハーサル大会として開催する全日本社会人ホッケー選手

権大会の運営経費を計上しておるところでございます。 

  １２目企業誘致推進費は、これまで７款商工費において企業立地推進費と

して執行していた企業誘致に関する経費を、２款総務費に引継ぎ計上してい

るところでございます。 

  １７目役場庁舎建設基金費は、水道会計からの繰入金を含めて３２５万円

の積立を計上しております。 

  ２項徴税費、徴税費は職員１０人分の人件費のほか、賦課徴収や滞納処分

に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ３項戸籍住民基本台帳費では、住民基本台帳情報と戸籍情報の処理、管理

に要する経費を計上しているところでございます。 

  ４項選挙費は、選挙管理委員会の経費の他、参議院議員通常選挙、長崎県

知事選挙に必要な経費を計上しておるところでございます。 

  ３款民生費に移ります。１７億５,２０９万円、前年度比９,８０６万３千

円の増加となっております。かなりの増加ですが、民生費は乳幼児から高齢

者までの福祉事業を推進する費用を計上しておるところでございます。 

  １項社会福祉費、１目社会福祉総務費は母子、父子、乳幼児に対する福祉

医療の支給、民生委員、児童委員活動に要する経費、老人クラブの活動補助、

社会福祉協議会の運営補助など、福祉施策に要する経費を計上しています。 

  母子福祉医療費における乳幼児等の医療費補助は、償還払い方式から現物

給付方式に移行してから３年目に入りますが、２３年度の給付実績と２４年

度給付見込みから勘案して前年度同額を計上しているところでございます。 

  地域支え合い事業費において、２４年度から着手しております地域見守り

ネットワークの体制整備については、要援護者の情報収集と個人避難支援計

画の作成を段階的に進めることとしています。 

  国民健康保険事業特別会計へは、国民健康保険基盤整備安定負担金分、助

産費等の国民健康保険事業繰出金を、後期高齢者医療保険特別会計へは基盤

安定負担金分、事業費分を、介護保険事業特別会計へは主に介護給付費負担



- 13 - 

分、介護保険事業事務費相当分等を繰出金として計上しているところでござ

います。 

  資料１３ページの上の方になりますが、２目障害福祉費は、障害者総合支

援法の施行が４月１日となっており、新たな施策の実施や給付対象の拡大、

権限移譲によるサービス実施主体の県から町への変更に加え、従前からの受

給者数、受給件数の自然増、２４年度のサービス給付費の改定、報酬改定で

ありますが、などによる影響から障害福祉サービスにかかる給付費を増額し

計上しています。かなりの増加になっていると思います。少し飛びます。 

  ３目老人福祉費はという書き出しから、高齢者の福祉施策に要する経費を

計上しておりまして、２４年度も引き続き６５歳以上の高齢者全員にすこや

か長寿券を配布し、閉じこもりがちな高齢者の外出支援の一助とする他、２

４年度は台風の影響で開催できなかった敬老の日の集いを例年通り実施する

こととしておるところでございます。 

  県が推進しております「元気高齢者による地域づくり事業」の取り組みを

実施するために、関係団体等による協議会を設置し、調査研究を行うことと

しております。 

  養護老人保護措置費は、年度当初、予算編成時でありますが、入所者数を

１８人に応じた委託費を計上しており、１５０万円の減額となっております。

また、東彼地区保健福祉組合で運営しているひさご荘の運営費につきまして

は、施設内で実施している介護保険事業の給付費収入を施設経費に充当する

こととしているため減額、全額でございます。５６９万１千円が減額となっ

て計上しておるところでございます。 

  シルバー人材センター事業費は、２４年度に引き続き、軽ダンプ２台目で

ございますが、更新費用を含んでおります。 

  いきがいセンター管理費についても、２４年度と２５年度の２カ年でエア

コン設置の改修を予定しており、それぞれ相応額を見込み２４年度と同程度

を計上しておるところでございます。 

  ５目国民年金事務費は、被保険者の資格取得、喪失及び老齢障害基礎年金

等の請求、保険料免除申請等の各種届けに関する事務ならびに適用促進等の

年金業務の経費を計上しておるところでございます。 

  ２項児童福祉費でございます。児童福祉総務費は、放課後児童健全育成事
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業などの子育て支援のための経費を計上しています。特別保育事業として、

本年度から町立小串保育所が民営化したことにより、延長保育事業にかかる

経費増額分、障害児保育事業として、２園の対象児３名分を見込み計上して

おるところでございます。 

  このほか、旭ヶ丘児童遊園改修工事費、地域子育て支援拠点事業として、

これまで子育て支援センター、中組を拠点とするひろば型から、公民館等へ

出向くセンター型へ移行に要する経費を含めて計上しておるところでござい

ます。 

  ２目児童措置費の保育所運営費については、町立小串保育所の民営化を実

施することにより、これまで町内民間４保育園から５保育園が対象となり、

それに町外保育園分にかかる運営費を含めた年間所要額を見込んで計上して

おりまして、前年度比４,８００万円の増額となっているところでございま

す。 

  児童手当は、２４年度子ども手当に代わる制度として開始し、２４年度支

給実績を元に中学生まで対象として、所得制限超過世帯の児童に係る給付費

を含め見込み計上しています。 

  ３目児童福祉施設費の町立保育所運営費につきましては、２５年度から町

立小串保育所が民営化されることにより、前年度で計上しておりました５,

１３９万２千円の皆減となり、廃目となっているところでございます。 

  ４款衛生費、事項別明細では１２２、１２３ページになります。 

  衛生費、５億６,５７５万３千円、対前年度比８４７万７千円の増加でござ

います。衛生費は、町民が健康で文化的な生活を営む上で、良好な環境の確

保が重要であることから、そのための施策に要する経費を計上しております。 

  保険関係では、子育て世代の負担の軽減を図り、安心して子どもを産み育

てるための施策や、各年代に応じた健康教育を初めとする町民の健康作り推

進施策についての経費を計上しております。 

  また、２５年度も特定健康診査、特定保健指導で生活習慣病を予防し、が

ん検診等、各種検診事業で疾病の早期発見、早期治療に結びつけるとともに、

緊急医療対策、予防接種、結核対策、感染症の予防と対策を講じるための経

費を計上しているところでございます。 

  １項保健衛生費、１目保健衛生総務費の長崎県地域医療再生臨時特例基金
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事業は、２４年度、２５年度の県単独事業で、地域医療向上に向け、東彼三

町の共同によるパンフレット等の購入経費を計上しているところでございま

す。また、長崎県フッ化物洗口事業の推進に伴いまして、保育所、幼稚園児

に対するフッ化物洗口による経費を計上しております。未熟児育成事業は、

２５年度から第２次分権一括法により、市町へ権限移譲される一つであり、

養育医療費の公費負担分として、１００万１千円を計上しています。 

  ２目予防費の予防接種事業費は、ポリオワクチンから不活化ワクチン、4

種混合ワクチン、ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオでございますが、

その導入、ＢＣＧ予防接種の個別接種による経費を計上しております。また、

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種に

つきましては、定期予防接種となることから、その経費を計上しております。

子宮頸がん予防ワクチン接種は、中学１年生のみの経費の計上となっておる

ところでございます。 

  ４目健康増進費の健康教育費では、新年度から実施を計画している「しお

さいの湯健康いきいき利用券交付事業（仮称）」の経費を計上しています。 

  また、健康診査費では、疾患の早期発見、早期治療に結びつけるために、

歯周疾患検診、骨粗鬆症検診、胃がん、大腸がん検診、子宮がん、乳がん検

診、肺がん検診等の実施経費を計上しておるところでございます。 

  ５目環境衛生費は、火葬場施設分担金として２５年度１,７４９万円を計上

しているところでございます。 

  ３項公害対策費、１目公害対策費では台風、大雨等により海岸に大量の漂

着ごみが打ち上げられるため、清掃費用として委託料２０万円を新規で計上

しているところでございます。また、合併処理浄化槽では、下水道認可区域

が拡大されるなど、浄化槽補助区域が縮小するため、前年度より設置数を少

なく見込んで計上しておるところでございます。 

  ５款労働費７１０万３千円、対前年度比１６０万８千円の増加、１項労働

諸費、１目勤労青少年ホーム管理費は、勤労青少年ホームの維持管理に要す

る経費を計上しています。２５年度、新たに管理人賃金、全体経費の３分の

１、これは公民館等を含めたところの全体経費ですね。勤労青少年ホームの

夜間経費に伴う委託料、全体経費の３分の１等を計上しています。 

  ３目雇用創出費は、雇用の創出を図る為、緊急雇用創出臨時特例基金事業
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に要する経費を計上しています。下には、着地型施設利用プラン造成支援事

業、新規の事業費ですが、その内容を掲げております。後ほど、お目通しを

いただきとうございます。 

  ６款農林水産業費、事項別明細書１３０ページ、１３１ページです。 

  ２億３,３０４万５千円、前年度比６,６３８万７千円の減少。 

  １項農業費の記載でございます。農業費では、肉用牛、水稲、みかん、施

設園芸等、振興作物の生産振興を図りつつ、中山間地域等直接支払事業、個

別所得補償制度、農地水環境保全向上対策事業の取り組みにより、遊休農地

の解消や農地の持つ多面的機能の維持、農業用施設の保全管理及び担い手の

育成を図ることにかかる経費を計上しています。 

  その中、２５年度から２４年度１０月に実施の全国和牛能力共進会の結果

を契機に、受賞の栄誉に浴した和牛だけでなく、町の特産品の販売促進を図

り、川棚ブランド確立のための流通販売対策のための経費を計上していると

ころでございます。 

  ３目農業振興費のうち、鳥獣被害対策は猟友会へのイノシシの捕獲補償金、

防護柵設置等への補助に要する経費を計上しておるところでございます。 

  イノシシ緊急特別対策事業、１,２２２万５千円は長崎鳥獣被害総合防止対

策事業を活用したイノシシ緊急特別対策事業、捕獲等報償金２５０万円、県

２分の１負担に加え、鳥獣被害防止対策協議会経由で地域でのワイヤーメッ

シュ柵設置等への補助９４５万２千円、８．５ｋｍ分ですが見込み計上して

おるところでございます。 

  ４目畜産業費は、素牛導入促進利子補給事業等、肉用牛経営安定特別対策

事業、家畜防疫対策事業、繁殖雌牛導入更新事業等に取り組むことにより、

生産規模の拡大及び家畜伝染病による損耗の軽減を図り肉用牛経営の安定を

目指すとしておるところでございます。 

  ５目農地費は、農地基盤整備事業における県営事業である基幹農道西部地

区の地元負担金、一部県営事業である農村災害対策整備事業に要する経費が

主なものでございます。 

議    長  時間はありますので、少しゆっくりどうぞ。 

企画財政課長  資料は若干飛びます。１７ページに移ります。 

  ２項林業費でございます。林業費は森林及び既存林道の適正な保全と維持
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管理に努めるための経費の他、森林整備地域活動支援交付金事業ならびに森

林組合の事業等に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ３項水産業費は、漁村の環境整備を図るため、三越地区漁村再生交付金事

業に要する経費の他、川棚漁協等が取り組む栽培漁業等の各種事業に要する

経費を計上しているところでございます。 

  ７款商工費に移ります。事項別明細書は１３８、１３９ページに移ります。 

  商工費、３億５,８０１万４千円、前年度比２億１,６２０万６千円の増加

でございます。 

  １項商工費は、町内の商工業の活性化及び観光の活性化による交流人口の

拡大を図ることや、観光施設の維持管理にかかる経費を計上しています。こ

れまで５目企業立地振興費につきましては、新年度から企業誘致の業務を企

画財政課へ所管替えすることから、２款総務費、１２目企業誘致推進費にて

計上しているところでございます。 

  ２目商工業振興費は、商工業の活性化を図るため資金融資の円滑化を促す

ための預託金、商工会等への運営費等に要する経費のほか、中小企業振興資

金への利子補給に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ３目観光費は、夏祭り、くじゃく祭り等の観光振興事業に要する経費のほ

か、観光施設の管理運営にかかる経費を計上しております。その他、特産品

観光施設イベント情報の発信にかかる経費を計上しておるところでございま

す。また、大崎公園管理費等、大崎半島の観光施設管理費については、特別

会計を編成し予算執行するよう繰出金を計上しておるところでございます。 

  説明資料１８ページの８款土木費に移りたいと思います。１４２、１４３

ページになろうかと思います。事項別明細書ですね。 

  ８款土木費、６億６,１４８万円、前年度比１億１,９２２万２千円の増加。 

  １項土木費、１目土木総務費は、建設課職員の人件費の他、公用車購入費

に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ２項道路橋梁費、２目道路維持費は、町道下組野口線側溝整備工事の他、

町道の維持管理に要する経費及び安全施設整備工事に要する経費を計上して

おるところでございます。工事の内容等はお目通しをいただきたいと思いま

す。 

  ３目道路新設改良費は、町道の拡幅改良工事４件と用地購入費の他、県道
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大崎公園線改良事業の事業費負担金を計上しておるところでございます。 

  社会資本整備総合交付金事業費は、町道東臨港線歩道設置工事の５００ｍ

延長、町道上組西部線取付舗装工事の４０ｍの部分及び歩道設置詳細設計の

１,１３０ｍ延長分を計上しておるところでございます。１９ページに移りま

す。 

  ４目橋梁維持費は、維持管理に要する経常的経費の他、麻生瀬橋の長寿命

化改修工事と、１５ｍ未満の橋梁の長寿命化修繕計画策定にかかります調査

費を社会資本整備総合交付金事業として計上しておるところでございます。 

  ３項河川海岸費、２目ダム対策費は、石木ダム建設に関して、長崎県、佐

世保市及び地元関係者との協議に要する経費を計上しています。また、砕石

業の現地指導会等に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ３目河川維持費から６目急傾斜地崩壊対策事業費までは、それぞれ維持管

理等に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ４項港湾費、１目港湾管理費は川棚港の港湾管理に要する経費を計上して

います。 

  ２目港湾建設費は、県営事業の川棚港改修事業にかかる臨港道路整備工事、

白石地区桟橋補修工事に伴う事業負担金を見込み計上しておるところでござ

います。 

  ５項都市計画費は、都市計画全般の経常的経費の他、公園の緑化管理等の

維持管理に要する経費を中央公園芝生広場補修工事、その他、遊具施設の補

修工事及び公共下水道事業特別会計への繰り出しに要する経費、民間建築物

のアスベスト成分調査に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ６項住宅費は、町営住宅３２６戸の維持管理に要する経常的経費の他、社

会資本整備総合交付金事業による山道の前団地屋上防水工事とその他補修、

修繕に要する経費を計上しておるところでございます。 

  ９款消防費、２億２,１０６万１千円、前年度比３６４万６千円の減少、１

項消防費、消防費は消防ポンプ車更新に要する経費の他、広域常備消防の負

担金及び非常備消防に要する経費など、消防防災体制の充実強化を図るため

の経費を計上しています。主なものとして、広域常備消防の負担金１億６,

４９３万８千円を計上しておるところでございます。 

  １０款教育費に移ります。３億３,６５５万５千円、前年度比２,９８１万
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２千円の減少、１項教育総務費、１目教育委員会費は教育委員に係る報酬、

会議出席等に要する費用弁償等の所要経費を計上しています。 

  ２目事務局費は、これまで週３回配置していた教育指導支援員を、学校教

育に係る専門的事項の指導をさらに充実させるため、週５日配置とする経費

及び中学校での語学教育の充実を図るため、外国語指導助手招致事業にかか

る経費を計上しておるところでございます。また、生徒が気軽に悩みを相談

できる心の教育相談員を中学校に配置する経費を計上しているところでござ

います。さらに、小中学校に在籍している発達障害や不登校等の児童生徒に

対して、適正な指導を行うことを目的として臨床心理を活用した学校活性化

事業を実施する経費を計上しているところでございます。 

  学校校舎、体育館で使用されていたＰＣＢを含む電灯用安定器の処分をす

るための経費５７６万４千円を計上しておるところでございます。 

  ２項小学校費、１目学校管理費は学校の運営に関する経費の他、学校に図

書司書補助員及びサポートティーチャーを配置するための経費を計上すると

ともに、各小学校ＡＬＴ、外国語指導助手による授業、合計２００単元分に

係る経費を２４年度に引き続き計上しておるところでございます。 

  また、小学校の４、５、６年生を新規格の教科書に対応した大きさのもの

へ更新する経費として５４０万円を計上しておるところでございます。 

  ２目教育振興費は、日本スポーツ振興センターへの掛金、課外クラブ補助

金、要保護、準要保護児童に対する扶助費等に係る経費を計上しているとこ

ろでございます。 

  ３目学校プール管理費は、三小学校のプール管理に要する経費を計上して

おるところでございます。 

  ３項中学校費でございます。１目学校管理費は学校の運営に関する経費の

他、図書司書補助金及び特別支援教育支援員を配置するための経費を計上し

ております。 

  ２目教育振興費は日本スポーツ振興センターへの課外クラブ補助金、要保

護、準要保護生徒に対する扶助費等に係る経費を計上しておるところでござ

います。 

  ３目学校プール管理費は、学校のプール管理に要する経費を計上しており

ます。 



- 20 - 

  ４項幼稚園費、１目幼稚園費は私立幼稚園の運営に対する補助金、幼稚園

に通う園児の保護者に対しての就園奨励補助金を計上しておるところでござ

います。 

  ５項社会教育費、１目社会教育総務費は地域文化の振興を図るため、総合

文化祭及び文化講演会の開催に要する経費や、子育て支援のためのブックス

タート事業、高齢者の学習支援としてのふれあい教室開催に要する経費、文

化財保護に要する経費、青少年育成地区活動に要する経費を計上しておりま

す。また、人づくり文化スポーツ振興費に要する補助金を増額しています。

新たなものとしまして、七浄寺跡墓碑群フェンス、看板取替工事を予定して

おるところでございます。 

  ２目公民館費は中央公民館の維持管理に要する経費を計上、地区公民館建

設費では、上百津公民館新築に伴う補助制度所要額を計上しています。あら

たなものとして公民館管理人賃金、全体経費の３分の２、中央公民館の夜間

警備に伴う委託料、全体経費の３分の２を計上しています。 

  ３目公会堂費は公会堂の維持管理に要する経費を計上しておりまして、あ

らたなものとしまして、公会堂トイレの洋式化に伴う工事費を計上しておる

ところでございます。 

  ６項保健体育費、１目保健体育総務費は町民の健康増進を図るための各年

齢層に応じた各種スポーツ大会の開催に要する経費や、スポーツ推進委員に

要する経費、次代を担う人材の育成のための事業費を計上しています。 

  さらに、社会体育施設の維持管理に要する経費などについて所要額を計上

しております。 

  ２目教育キャンプ場費は、教育キャンプ場の維持管理に要する経費を計上

しています。 

  ３目体育館管理費は、勤労者体育センターの維持管理に要する経費及び備

品購入費を計上しています。 

  ４目照明施設管理費は、中央公園野球広場照明の維持管理に要する経費を

計上しております。 

  ５目柔剣道場管理費は、柔剣道場の維持管理に要する経費を計上しておる

ところでございます。 

  ７項学校給食共同調理場費、学校給食共同調理場は正規職員を５人から３
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人に減らしたことで、人件費の減額となっています。 

  衛生管理の充実及び調理器具の補修等に要する経費について、所要額を計

上しています。 

  １１款災害復旧費１２０万５千円、前年度比４万４千円の増加。災害復旧

費は農林水産施設災害復旧費と公共土木施設災害復旧費に区分し、名目予算

として計上しておるところでございます。 

  １２款公債費６億１,７３５万３千円、前年度比１億２,５８３万２千円の

減少でございます。 

  公債費の状況は、これまで新規起債の抑制に努めてきた結果、年々償還額

が減少してきています。町債残高も減少傾向となっています。 

  なお、２５年度については、観光施設、国民宿舎、しおさいの湯に係る公

債費を観光施設事業特別会計に計上することから、減少幅が大きくなってい

るところでございます。 

  １３款諸支出金１０万円、前年度同額でございます。 

  諸支出金には、土地購入費として、前年度と同様に普通財産購入費に１０

万円を見込み計上しておるところでございます。 

  １４款予備費２千万円、前年度同額でございます。 

  例年と同様の金額を計上しておるところでございます。 

  以上が、歳入歳出の款ごとの状況でありますが、歳入の特徴と致しまして、

町税収入においては、前年度の予算に比べ、個人町民税、町たばこ税は増額

となっていますが、固定資産税においては減額の計上となっているところで

ございます。町税全体では微増となっておるところでございます。 

  二つ目、地方交付税については、国家公務員給与の減額率に応じての措置

を普通交付税算出に絡め要請される動きがあり、その影響額及び効果額を確

実に見込むことができない状況であったことが特徴的にもあります。 

  ３としまして、一般的な町債と臨時財政対策債は、必要に応じ見込み計上

しておりますが、財源不足から財政調整基金、減債基金から８,１８４万４千

円を取り崩しておるところでございます。 

  ４つ目、観光施設の改修に伴い、観光施設整備基金から７千万円の繰り入

れをしておるところでございます。 

 ５つ目としまして、今後もデフレ脱却を目指した国の財政主導が予測される
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状況もありますが、各種交付金が創設される可能性も含んでおります。情報

を適確に入手し、適切な財政運営に努めようとしておるところでございます。 

  歳出における特徴と致しましては、一つ目、１３節委託料では農村災害対

策整備事業、団体営分でございますが、それと漁村再生交付金事業、三越漁

港分が減額となっております。社会資本整備総合交付金事業、町道上組西部

線、道路橋梁総務費などは増額となっておるところでございます。全体では、

前年度比減少となっています。 

  二つ目、１５節工事請負費では漁村再生交付金事業における三越漁港の整

備、社会資本整備総合交付金を活用して実施する町道東臨港線歩道設置工事

や麻生瀬橋橋梁長寿命化改修工事などによりまして、前年度比増加となって

おるところでございます。 

  ３つ目としまして、大きく占める１９節負担金補助及び交付金で特徴的な

ものとしまして、農道新設改良事業費、し尿処理費、福祉組合でございます

が、減額となっておりまして、障害福祉サービス事業費、保育所運営費、国

体事業費、活きいきタクシー助成事業などにより、前年度比増加となってい

るところでございます。 

  ４つ目としまして、２０節扶助費では障害福祉サービスについて、受給者

数、受給件数の増、サービス給付費の改定などによる影響から、前年度比増

加となっているところでございます。 

  ５つ目としまして、歳出面で社会保障経費の上昇による義務的経費の増加

や整備施設等の更新時期を控えまして、その対応経費の増加傾向となってい

るところでございます。 

  続いて掲載をしておりますのは、歳出の節のうち、前年度比増減額の特徴

的な状況としておりまして、後ほどお目通しをいただきたいと思います。 

  その後の一番最後のページ、平成２５年度の主要事業としておりますのは、

それぞれ掲げております。繰越が予定されるものとしましても掲載をしてお

るところでございます。後ほどお目通しをいただきたい思います。 

  予算書の１７４ページ以降は、給与費明細書が１７４ページから１７９ペ

ージまで、地方債現在高等に関する調書につきましては、１８０ページ、債

務負担行為に関する調書につきましては、１８１ページでありまして、この

説明は省略致しますので、後ほどお目通しをいただければと思います。 
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  以上が、一般会計の説明でございますが、駆け足で分かりにくい点があっ

たかと思いますが、ご審議の上ご決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

議    長  ここでしばらく休憩致します。 

 

（…休  憩…） 

 

議    長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

議    長  次に、健康推進課長。 

健康推進課長  それでは議案第２６号「平成２５年度川棚町国民健康保険事業

特別会計予算」について、ご説明致します。予算書は１８３ページからでご

ざいます。なお、資料と致しまして、平成２５年度川棚町国民健康保険事業

特別会計予算説明書を同時にお開きいただきたいと思います。 

  まず、平成２５年度の予算につきましては、平成２５年３月から平成２６

年２月までの診療が対象となります。厚生労働省から示されました予算編成

方針に基づいて算出し、第１条で「歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

１８億６,６５６万１千円と定める」としております。 

  第２項で、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分毎の金額は、「第１表、

歳入歳出予算による」と致しております。 

  第２条で、借入金の分でございますが、「５千万円と定める」と致してお

ります。 

  歳入歳出の流用につきましては、第３条のとおり定めるものでございます。

それでは１８７ページをお開き願います。 

  歳入予算でございますが、対前年度と比較致しまして歳入合計３,４４０万

円程増額を致しております。次のページ、歳出でございます。 

  ２款保険給付費の本年度予算は１２億５,４００万円程でございます。予算

全体で６７．２％占める割合となっております。 

  それでは、歳入から説明致しますので、次ページ１９０ページをお開き願

いたいと思います。それでは、資料によりまして説明を致します。１ページ

をお開きいただきたいと思います。座って説明を致します。 
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  国民健康保険を取り巻く情勢でございますが、「急速な人口構成の高齢化

や医療技術の高度化に伴い、医療費が伸びている反面、地方経済の低迷の影

響により保険税収が伸び悩むなど、大変厳しい状況にある」と致しておりま

す。 

  事業運営につきましては、「被保険者の適正な把握、保険税の適正な賦課

徴収、レセプト点検による適正給付等に努めるとともに、特定健診等の受診

率向上に向けた保険事業の拡大、医療費通知など、医療費適正化事業を実施

して、被保険者の健康保持増進及び国民健康保険事業に対する理解と意識高

揚を促し、健全運営に努めます」と致しております。 

  平成２５年度の川棚町国民健康保険事業特別会計の予算につきましては、

国民健康保険税については、現年度賦課からの見込みにより計上を致してお

りますが、なお不足が見込まれますので、財政調整基金を前年度同額２千万

円を取り崩すことで編成をし、予算額は前年度当初と比較致しまして、先程

も申し上げましたが３,４４２万円の増、１８億６,６５６万円を見込んでい

るところでございます。 

  歳入、予算書では１９０、１９１ページでございます。 

  １款１項１目一般被保険者国民健康保険税２億７,５５８万２千円で、２,

１２９万１千円の減少です。現年度課税分にかかる保険税を見込み計上を致

しております。なお、２３、２４、２５年度の年度別の比較をここに計上を

致しておりますので、お目通しください。 

  次に、２目退職被保険者等国民健康保険税でございますが、３,８６０万円、

対前年度比が７７０万７千円の減少ということでございます。現年度課税分

にかかる保険税を見込み計上をしておる分でございます。次のページをお願

いします。予算書が１９６、１９７でございます。 

  ２款１項手数料でございます。１目の総務手数料並びに２目の督促手数料

につきましては、前年度同額を見込み計上を致しております。１９８、１９

９ページをお開き願います。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金３億７,８９２万９千円で、前年度比５６

５万５千円の増加です。 

  １目療養給付費等負担金の現年度分につきましては、歳出の２款保険給付

費にかかる一般被保険者医療費給付等支出見込み額、介護納付金支出見込み
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額、後期高齢者支援金支出見込み額の補助対象費用額の１００分の３２を見

込み、３億６,６９９万７千円を計上しております。 

  ２目高額医療費共同事業負担金につきましては、一般被保険者にかかる高

額療養費に発生することによる保険者の不安定化を緩和するための共同事業

ということで、拠出金を納付をし、高額医療費が発生したときに交付される

ものでございまして、国が４分の１、県が４分の１で支援をされますので、

その見込み額１,００９万９千円を見込み計上しておるところでございます。 

  ３目特定健康診査等負担金につきましては、歳出における８款保険事業費、

１項特定健康診査費等事業費にかかる補助額でございまして、３分の１を見

込み計上致しております。 

  ２項国庫補助金１億４,８５３万円の予算で、対前年度比１１０万２千円の

増加でございます。 

  １目財政調整基金は、市町村の財政負担能力を考慮して配分される国の交

付金を見込み計上致しております。２００、２０１ページをお開き願います。 

  ４款県支出金、１項県負担金１,１９３万２千円で、対前年度比１７３万９

千円の増加でございます。 

  １目高額医療費共同事業負担金は、高額療養費共同事業拠出金にかかる４

分の１を見込み計上を致しております。 

  ２目特定健康診査等負担金は、歳出における８款保健事業費、１項特定健

康診査等事業費にかかる補助対象額として、３分の１を見込み計上致してお

るところです。 

  ２項県補助金７,７６８万８千円は、対前年度比５,３３７万６千円の減少

となっております。 

  １目財政調整交付金は、市町に配分される交付金でございまして、財政調

整交付金は保険給付費等にかかる対象額の１００分の６を、特別調整交付金

は支出における収納対策特別対策事業、医療費適正化特別対策事業、保健事

業特別対策事業に係る交付額を見込み計上をしておるところでございます。 

  なお、前年度は保険給付費にかかる１００分の９を交付額として見込み計

上致しておりましたが、保険給付費等については１００分の６を、収納対策

特別事業や保健事業特別対策事業に係る補助として、１００分の３が割り振

られていることが判明したために、前年度より５,３３７万６千円を減少した
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ものでございます。説明書３ページに移ります。２０２、２０３ページが予

算書でございます。 

  ５款療養給付費交付金１１億８,３１０万円で、前年度比１,３３６万２千

円の減少です。 

  １項療養給付費交付金でございまして、１目療養給付費交付金は退職費保

険者等にかかる療養給付費に対しての社会保険診療報酬支払金から交付され

るものでございまして、その額を見込み計上を致しています。２０４、２０

５ページをお開き下さい。 

  ６款前期高齢者交付金、１項前期高齢者交付金４億５,８００万円、対前年

度比９,０１７万１千円の増加です。 

  １目前期高齢者交付金は６５歳以上７４歳以下の保険加入率による保険者

間での財政均衡を図る目的で交付されるものでございまして、２５年度概算

交付予定額に基づき計上を致しております。２０６、２０７ページの７款で

ございます。 

  共同事業交付金で、１項共同事業交付金２億３,９７８万２千円で、対前年

度比２,３４７万１千円の増加となります。 

  １目高額医療共同事業交付金は一般被保険者に係る高額療養費の発生によ

る保険者間の財政運営の安定を緩和するための事業と致しまして、拠出金を

納付し高額の医療費が発生した時に交付されるものでございまして、その額

を見込み計上を致しております。 

  ２目保険財政共同安定化事業交付金につきましては、平成１７年１２月１

８日の総務、財務、厚生労働の三大臣の合意によりまして、都道府県内の市

町村の保険税平準化及び財政の安定化を図るため、レセプト、一件３０万円

以上の医療費を対象とした市町村国保の拠出による事業で交付されるもので

ございます。その額を見込み計上をしておるところでございます。２０８、

２０９ページ。 

  ８款財産収入、１項財産運用収入でございます。 

  １目利子及び配当金は基金利子について全額を積立てるものでございまし

て、歳出の９款１項１目積立金に対応するものでございます。財政調整基金

の一部取り崩しにより減額して計上をしておるものでございます。２１０、

２１１ページでございます。 
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  ９款繰入金９,８４６万９千円、前年度比８０３万８千円の増加でございま

す。 

  １項１目でございますが、一般会計繰入金は一般会計歳出、３款民生費、

１項１目社会福祉総務費で、９の国民健康保険基盤安定費に対応しておるも

のでございます。保険税軽減の対象となった一般被保険者に応じて平均保険

税の一定の割合を負担するものでございまして、公費負担割合が国が２分の

１、県が４分の１、町が４分の１ということでございます。 

  一般会計歳出の３款民生費、１項１目社会福祉総務費、１０の国民健康保

険事業費に対応するものとして、ここに記載を致しておるところでございま

す。 

  ２項基金繰入金２千万円、前年度同額でございます。 

  １目財調整基金繰入金につきましては、財政調整基金繰入金２千万円を取

り崩すことで予算編成をしておるところでございます。 

  １０款でございます。２１２、２１３ページの予算書でございます。 

  １０款繰越金、１項繰越金２,０００万１千円ですね。前年度同額程度と見

込み計上しておるところでございます。２１４、２１５ページ。 

  １１款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料の５万４千円で、前年度同額

を計上致しております。 

  １目一般被保険者延滞金から、５目の過料のいずれの目についても前年度

同額を見込み計上しておるものでございます。 

  ２項預金利子１千円、前年度同額で見込み計上を致しております。 

  ３項雑入につきましては、１目滞納処分費から、６目雑入のいずれの目も

前年度同額を見込み計上しておるものでございます。 

  次に歳出を説明致します。予算書２１８、２１９ページをお開きいただき

ます。説明書は５ページになります。 

  １款１項総務管理費４０１万９千円で、前年度比４千円の減少です。 

  １目一般管理費につきましては、職員の研修会旅費、国保新聞購読料等を

計上致しております。一般事務費は納税通知書、被保険者証等の印刷、郵送

料、共同電算処理手数料等を計上致しておるところでございます。 

  ２目連合会負担金は、第三者行為求償事務共同処理手数料、国保連合会負

担金、国保広報共同事業負担金等を計上しておるところでございます。 
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  ２項徴税費１２３万２千円で、対前年度比９３万５千円の増加です。 

  １目賦課徴収費は国民健康保険税の賦課徴収にかかる経費を計上をしてお

るものでございます。町外徴収に係る旅費、それから口座振替手数料等が主

なものでございます。 

  ２目滞納処分費は、滞納処分に関し前年度同額を計上致しております。 

  ３目収納特別対策事業費につきましては、収納率向上対策研修会旅費等、

並びに収納対策に係る経費を計上しておるところでございます。なお、国民

健康保険税システム改修に係る委託料の増額により、９３万８千円の増額を

致しておるところでございます。 

  ３項運営協議会費の４千円は、前年度同額で計上を致しております。 

  ４項趣旨普及費の１７万円は、保険証更新時、毎年７月末でございますが、

この折に配布致します国保制度周知用パンフレット作成費等で計上を致して

います。 

  ５項医療費適正化特別対策事業２１６万６千円で、対前年度比１２万１千

円の増加でございます。 

  １目医療費適正化特別対策事業費は、重複、多受診者に係る指導等、それ

から医療費の適正化を推進するための経費を計上致しております。 

  年間６回の医療費通知、年３回のジェネリック医薬品使用勧奨通知にかか

る通信運搬費、レセプト点検事務共同手数料等を計上を致しております。予

算書２２２、２２３ページでございます。 

  ２款保険給付費１２億５,４０９万４千円でございまして、保険給付費は冒

頭申し上げましたように予算全体の６７．２％占めることになります。全体

でいきますと、毎月１億円以上を国保の保険料で支払っているということに

なります。 

  １項療養給付費につきましては、１目一般被保険者療養給付費で１億円、

これは前年度同額でございます。 

  ２目退職被保険者等療養給付費９,８００万円で、対前年度比の４０万円の

減少、３目一般被保険者療養費につきましては１千万円で、対前年度比１９

０万円の増額でございます。 

  ４目につきましても２５万円の増額でございます。 

  ６目については、ここに記載のとおりでございます。いずれも過去３カ年
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の実績並びに見込み等により推計し、計上を致しておるところでございます。 

  ２項高額療養費でございます。一般被保険者退職にかかる高額療養費でご

ざいまして、１億３,２２０万円で前年度同額で見込み計上致しておるところ

でございます。 

  ３項移送費、前年度同額の２万円。名目として計上をしておるところでご

ざいます。 

  ４項出産育児諸費につきましては、７５６万４千円で、前年度同額で、１

目出産育児一時金は４２万円の１８件分を見込み計上しておるところでござ

います。なお、２目につきましては１８件分にかかる手数料を見込み計上を

致しております。 

  ５項葬祭諸費につきましては、前年度同額でございまして、１目葬祭費２

万円の３０件分を見込み計上を致しておるところでございます。２２６、２

２７ページをお開き下さい。 

  ３款後期高齢者支援金等でございまして、２億８１４万１千円で、前年度

比９１２万９千円の増加となっております。   

  １項１目でございますが、後期高齢者支援金は平成２５年度の概算額とし

て、厚生労働省試算により見込み計上を致しております。 

  ２目につきましては、後期高齢者の関係事務費拠出金として見込み計上し

ておるところでございます。２２８、２２９ページ。 

  ４款前期高齢者納付金で２３万５千円、前年度同額でございますが、１目

前期高齢者納付金は２５年度概算額として厚生労働省試算により見込み計上

をしておるところでございます。 

  ２目も同じように事務費として費用の見込み計上をしておる分でございま

す。 

  次に、５款老人保健拠出金でございます。２万円で前年度同額でございま

す。１項１目の老人保健医療費拠出金につきましては、平成２０年３月まで

の老人保健医療費精算額としてありますが、名目で計上しておる分でござい

ます。 

  ２目の老人保健事務費拠出金についても同様に名目計上をしておる分でご

ざいます。 

  ６款共同事業拠出金２億５,２４０万５千円で、対前年度比２,４７０万８
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千円の増加でございます。 

  １項１目の高額医療費共同事業拠出金は、共同事業拠出金と致しまして、

３カ年の医療費の動向により見込み計上を致しております。 

  ２目保険財政共同安定化事業拠出金につきましては、保険財政安定化のた

めの共同事業として、平成１８年１０月から実施されたものでございまして、

概算額の通知により計上しておるところでございます。なお、１目、２目と

も県内並びに本町の３カ年の高額医療費が増額したことにより、増額となっ

たものでございます。 

  ７款介護納付金でございます。予算書が２３４、２３５ページです。 

  ７款介護納付金８,９９８万８千円で１２０万８千円の増加となっており

ます。これも平成２５年度概算額として支払基金から提示されております試

算により見込み計上しておるものでございます。 

  ８款保健事業費、１,０４４万１千円で、前年度比５５万３千円の増加とな

っております。 

  １目特定健康診査等事業費につきましては、特定健康診査に係る保健指導

に伴う在宅保健師雇い上げ賃金、それから受診券発送に係る通信運搬費、特

定健診の委託料並びに特定健診情報提供委託料等の経費を計上しておるもの

でございます。なお、特定健診実施会場周辺におきまして、周知、啓発用と

してののぼり旗の作成を予定を致しておりますので、その経費を計上してお

る分でございます。なお、特定健診の個別の人員等は、ここに記載をしてお

るところでございます。 

  ２項保健事業費で５８９万円で、対前年度比１２９万１千円の減少となっ

ております。 

  １目疾病予防費につきましては、各種がん検診等の委託料を見込み計上を

致しておるところでございます。脳ドックが前年度５０人だったのを１０名

増やして６０人に致しております。それから一番下の段、前立腺がん検診に

つきましても、前年度２５０人を３００人を予定をし、見込み計上をしてお

るものでございます。 

  ２目あんま、鍼、灸施術費は、受診者の減により、前年度から減額し見込

み計上をしておる分でございます。 

  ３目保険事業特別対策事業費につきましては、医療費動向分析資料作成に
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よる経費を計上しておるものでございます。なお、特定健康診査に係る啓発

用として、愛育班、食改にお願いをし、地区に掲出をいただいておりました

のぼり旗は、前年度作成を致しましたので、この分が減少したことにより減

額をして計上をしておるものでございます。予算書２３８、２３９ページを

お開き下さい。 

  ９款基金積立金１５万円で、前年度比２万２千円の減少となっております。

積立金は財政調整基金等から生じた利子を全額積み立てるものですが、基金

の一部取り崩しにより減額し計上を致しております。２４０、２４１ページ。 

  １０款公債費、１項一般公債費でございます。１目利子は借入金が生じた

場合に対応するものでございまして、名目計上を致しております。２４２、

２４３ページをお開きください。 

  １１款諸支出金、１項償還金及び還付加算金で６０万２千円で、前年度同

額で計上致しております。 

  １目一般被保険者保険税還付金、２目退職被保険者等保険税還付金のいず

れも、過年度分の保険税の還付が生じた場合の還付金として、見込み計上を

致しております。 

  ３目償還金は前年度同額で名目計上致しておるところでございます。 

  ２項延滞金でございますが、前年度同額で名目計上と致しております。次

の９ページ。 

  ３項繰出金１千円で、これも前年度同額でございますが、１目で一般会計

繰入金として、平成２３年度繰入金の精算分として見込み計上をしておる分

でございます。２４４、２４５ページ。 

  １２款予備費でございます。３,７００万１千円で前年度比２５９万９千円

の減少となっておりますが、予備費は歳入と歳出の見合いにより計上致して

おるものでございます。 

  以上で、平成２５年度川棚町国民健康保険事業特別会計予算について説明

を終わりますが、ご審議の上ご決定いただきますよう、よろしくお願いを致

します。 

議    長  引き続き、後期高齢者医療特別会計についても説明をいただき

たいと思います。健康推進課長。 

健康推進課長  それでは、議案第２７号「平成２５年度川棚町後期高齢者医療
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特別会計予算」について、ご説明致します。予算書は２４７ページからでご

ざいます。 

  まず第１条で、「歳入歳出の予算の総額は歳入歳出それぞれ１億４,８８６

万円と定める」と致しております。 

  第２項で、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分毎の金額は「第１表、

歳入歳出予算による」と致しております。なお、この平成２５年度後期高齢

者医療特別会計につきましては、長崎県後期高齢者医療広域連合の資料に基

づいて予算編成を致しております。それでは事項別明細書の２５１ページを

お開き願いたいと思います。 

  歳入予算でございますが、１款後期高齢者医療保険料が予算額に対しての

６８．９％を占めているところでございます。また、繰入金は予算総額の３

１％、この２つの款で予算全体を占めることとなっております。歳入合計で、

前年度と比較して３９０万円程の増加となっておるところでございます。 

  次に歳出でございます。２５２ページですかね。 

  ２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、徴収を致しました保険料に一般

会計から繰り入れた町の分担金並びに保険基盤安定基金を合わせた１億４,

４５１万円程で、歳入合計の９７．１％を占めるということになっておりま

す。それでは歳入から順次説明を致しますので、２５４ページをお開き願い

たいと思います。それでは座って説明をさせていただきます。説明資料は１

０ページですね。 

  高齢者の進展とともに、増え続ける医療費について、現役世代と高齢者世

代との間の負担を明確化し、公平で分かりやすい制度とするために、老人保

健制度から都道府県単位の広域連合による独立した医療保険制度として、後

期高齢者医療制度が創設され、平成２０年４月１日から施行されております。

今年度で５年目を迎えることになります。この間、政権交代もあり、高齢者

医療制度改革会議において、平成２２年１２月に現行制度を廃止し、新たに

高齢者医療制度を創設する方向でとりまとめが行われておりましたが、その

後、社会保障税一体改革において、様々な議論がなされております。昨年１

２月の政権交代によりまして、社会保障制度改革国民会議による制度の検討

など、いまだ進まず、先行き不透明な状況にあります。今後、国の状況を見

極めるとともに、早急に制度確立が進むことを期待するものでございます。



- 33 - 

なお、平成２５年度の川棚町後期高齢者医療特別会計の予算につきましては、

前年度と比較を致しまして、３９０万円の増の１億４,８８６万円と見込んで

おります。それでは歳入から順次説明を致します。予算書が２５４ページ、

２５５ページでございます。 

  １款後期高齢者医療保険料１億２５６万円で、対前年度比１８７万６千円

の増加でございます。 

  １目特別徴収保険料並びに２目の普通徴収保険料は、広域連合試算により

保険料を計上致しております。次のページ。 

  ２款使用料及び手数料でございます。１項手数料１１万円で前年度同額で、

１目証明手数料並びに２目督促手数料は前年度同額で見込み計上を致してお

ります。２５８、２５９ページ。 

  ３款繰入金、１項の繰入金４,６０７万９千円で、対前年度比２０２万５千

円の増加でございます。 

  １目事務費繰入金、２目保険基盤安定繰入金は広域連合試算により見込み

計上しておるところでございます。 

  ４款繰越金、２６０、２６１ページでございまして、１項繰越金１千円で、

前年度同額見込み計上をしております。２６２ページ、２６３ページ。 

  ５款諸収入、１項で延滞金、加算金及び過料は前年度同額で１千円を計上

を致しております。 

  ２項償還金及び還付加算金でございますが、１目保険料還付金は、過年度

分保険料還付金を２０万５千円見込み計上を致しております。 

  ２目の還付加算金は、前年度同額を見込み計上をしておるところでござい

ます。 

  ３項雑入２千円の増額でございますが、１目滞納処分費、２目雑入は前年

度同額を見込み計上を致しております。 

  次に歳出でございますが、２６４、２６５ページをお開き願います。 

  １款総務費、１項総務管理費４１３万１千円で、前年度比１４９万円の増

加となります。 

  １目一般管理費は後期高齢者医療にかかる事務費、健診費用等を計上を致

しておるところでございます。なお、医療機関での個別受診、健診となりま

すが、この分の導入によります経費で、委託料１１５万円を増額計上致して



- 34 - 

おるところでございます。 

  ２目徴収費は、後期高齢者保険料徴収にかかる口座振替手数料、年金から

の特別徴収に係る徴収経由基幹業務システム分担金として計上しておるとこ

ろでございます。次のページ、説明書１２ページになります。２６６、２６

７ページが予算書でございます。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金１億４,４５１万８千円で、前年度比２

４０万９千円の増加となっております。これにつきましては、広域連合試算

により計上しておる分でございます。 

  ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は２０万５千円で、２千円の増

加で計上致しております。 

  １目保険料還付金は、広域連合試算によりまして賦課見込み額の０．２を

乗じた額を見込み計上しておる分でございます。 

  ２項繰出金１千円で、１目前年度一般会計繰入金の精算に伴う科目でござ

いまして、名目計上を致しておるところでございます。 

  ４款予備費でございます。１項１目で、予備費は５千円を計上しておると

ころでございます。 

  議案第２７号「平成２５年度川棚町後期高齢者医療特別会計予算」につき

ましては、以上、簡単ではございますが説明を終わります。ご審議の上ご決

定いただきますよう、よろしくお願いを致します。 

議    長  ここでしばらく休憩を致します。 

 

（…休  憩…） 

   

議    長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

議    長  次に、介護保険ですね。健康推進課長。 

健康推進課長  それでは議案第２８号「平成２５年度川棚町介護保険事業特別

会計予算」について、説明を致します。予算書は２７３ページからでござい

ます。本日お配りを致しました説明書につきましては、１３ページに記載を

致しておるところでございます。 

  まず、２７３ページでは、第１条で「歳入歳出予算の総額は歳入歳出それ
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ぞれ１１億８,０７８万５千円と定める」と致しております。 

  第２項で、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分毎の金額は、「第１表、

歳入歳出予算による」と致しております。それでは事項別明細書の２７７ペ

ージをお開き願います。 

  歳入の款毎でございますが、歳入合計で７,５５０万円程の増額となってい

るところでございます。２７８ページ、２７９ページでございます。 

  歳出でございますが、２款の保険給付費、ここの部分が１１億２,１０１万

円ということで、歳出合計の９４．９％を占めているという状況でございま

す。 

  それでは歳入から説明致しますので、２８０、２８１ページをお開き願い

たいと思います。それでは座って説明をさせていただきます。 

  平成２５年度川棚町介護保険事業特別会計予算の説明書の方からまいりま

す。 

  平成２５年度介護保険事業特別会計の予算額は、先程も申しましたが、前

年度当初と比較しまして、７,５５３万円増の１１億８,０７８万円と見込ん

でおります。 

  歳入では、保険料については高齢者人口の伸び等を勘案して、平成２４年

度の収入見込み額から増額を見込み計上で出しております。保険給付費及び

地域支援事業費における国、県等の負担金及び交付金については、それぞれ

定められた割合で計上をしているところでございます。 

  歳出の総務費関係では、介護認定に伴う調査費や、介護認定審査会の運営

費として東彼地区保健福祉組合に対する分担金を計上しているところでござ

います。保険給付費は自然増を含め、全体的な給付費の伸びとなっておると

ころでございます。 

  地域支援事業費等に関しましては、介護給付費の見込み額に対する割合が

設定されており、その割合の範囲内となるよう事業費を見込んでおります。

介護予防事業費は、要介護認定者以外の高齢者に対し、介護予防の施策を実

施するための事業費を計上しております。 

  包括的支援事業、任意事業費関係では、地域包括支援センターの運営に係

る事業費や、介護家族に対する各種支援事業費を計上しておるところでござ

います。 
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  保健福祉事業費では、配食サービス事業が主なものでございますが、一般

会計からの繰り入れにより実施するものであり、見込み額を計上しておると

ころでございます。 

  指定介護予防支援事業費では、指定介護予防支援事業所の運営に係る事業

費でございまして、その多くは介護予防サービス計画費収入により、賄うこ

ととして計上をしておるところでございます。それでは歳入から説明致しま

す。予算書が２８０、２８１ページでございます。 

  １款保険料、１項介護保険料２億２,６９５万１千円で、前年度比２,１２

９万円の増額でございます。 

  １目第１号被保険者保険料は、高齢者人口の伸び等を勘案して、平成２４

年度の収入見込み額から２,１２９万円の増額を見込んで計上を致しておる

ところでございます。次のページをお願い致します。予算書も次のページに

なります。 

  ２款使用料及び手数料で２万５千円ですね。前年度同額で、１目督促手数

料は前年度同額で見込み計上を致しております。次のページ。３款２８４、

２８５ページでございます。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金２億７０９万３千円でございます。前年

度比１,５８０万３千円の増加でございまして、１目介護給付費負担金は施設

以外分が２０％、施設分１５％と、それぞれ定められた割合で計上している

ところでございます。 

  ２項国庫補助金８,０１３万１千円で、前年度比５００万円の増加でござい

ます。 

  １目調整交付金は標準給付費の６．３％見込み計上しているところでござ

います。 

  ２目地域支援事業交付金は、介護予防事業費が２５％、包括的支援事業、

任意事業が４０％と、それぞれ定められた割合で計上をしているところでご

ざいます。次のページ、２８６、２８７ページ。 

  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金３億２,７９１万５千円で、前年

度比２,１９５万１千円の増加となっております。 

  １目介護給付費交付金は、第２号被保険者、４０歳から６４歳の方々の保

険料に係る交付率で、２９％を見込み計上しているところでございます。 
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  ２目地域支援事業支援交付金は、介護予防事業費に係る交付率２９％を見

込み計上しているものでございます。 

  予算書、次のページ２８８、２８９ページ。 

  ５款県支出金１億６,２０３万円で、前年度比１７７万５千円の増加でござ

います。 

  １目介護給付費負担金は、施設以外分１２．５％、施設分１７．５％、そ

れぞれ定められた割合で計上しておるところでございます。 

  ２項県補助金は４７９万２千円で、前年度比２０万円の増加でございます。 

  １目地域支援事業交付金は、介護予防事業費の１２．５％、包括的支援事

業、任意事業２０％と、それぞれ定められた割合で計上しておるところでご

ざいます。 

  ２目介護保険低所得者対策事業費補助金は、対象事業費５万円×４分の３

を名目計上しておるところでございます。次のページ、１５ページですね。 

  ３項財政安定化基金支出金は、これにつきましては１目の交付金は、平成

２４年度における第５期計画、保険料の関係でございますが、軽減を図るた

めに交付されたものでございまして、今年度は発生しないということで廃目

と致しておるところでございます。２９０、２９１ページ。 

  ６款財産収入、１項財産収入１千円で前年度同額でございます。 

  利子及び配当金は、介護保険給付費基金利子として、前年度同額を名目計

上しておるものでございます。次に、２９２、２９３ページ。 

  ７款寄附金、１項寄附金で１千円で、寄附金は一般寄附金として、前年度

同額を名目計上しているものでございます。 

  ８款繰入金１億６,９９２万６千円で、前年度比９７１万５千円の増加とな

っております。 

  １目介護給付費繰入金は、標準給付費の１２．５％を見込み計上している

ものでございます。 

  ２目地域支援事業費繰入金は、介護予防事業費１２．５％、包括的支援事

業、任意事業２０％と、それぞれ定められた割合で計上しているものでござ

います。 

  ３目その他一般会計繰入金は、介護保険事務費等に要する経費を、それぞ

れ見込み計上しているところでございます。 
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  ２項基金繰入金１千円で、前年度同額でございます。 

  １目介護給付費基金繰入金として前年度同額を名目計上しているものでご

ざいます。 

  ９款繰越金、１項繰越金３千円で前年度同額でございます。繰越金は、そ

れぞれ見込み計上しているところでございます。説明書は１６ページの方に

入っております。２９８、２９９ページ。 

  １０款でございます。諸収入６７０万９千円で、前年度同額で１目延滞金、

加算金及び過料は、それぞれ名目計上をしているところでございます。 

  ２目雑入は第三者納付金返納金、雑入等をそれぞれ見込み計上をしている

ものでございます。 

  ２項介護サービス収入６７０万円でございます。前年度同額でございまし

て、要支援者に係るサービス計画費収入を前年度同額で見込み計上している

ものでございます。 

  歳出でございます。予算書３００、３０１ページになります。 

  １款総務費、１項総務費１,５５６万６千円で、前年度比１６万４千円の減

少となっております。 

  １目総務管理費は介護保険業務にかかる事務経費で、一般管理費と電算シ

ステム費を計上を致しております。 

  ２目徴収費は第１号被保険者の保険料の賦課徴収に係る経費を計上してい

るところでございます。 

  ３目認定事業費は、介護認定審査会に要する経費を計上しているところで

ございます。次のページ、３０２、３０３ページ。 

  ２款保険給付費でございます。１項保険給付費１１億２,１０１万円で、前

年度比７,３０１万円の増加となっております。介護給付費の総額は、国、県

等の負担金、交付金の算出の標準給付費にあたるものでございます。介護サ

ービスを受けることができる施設が開設したことにより、増加をしているも

のでございます。 

  １目介護サービス等諸費は、要介護１から５の認定を受けた受給者が受け

るサービスを見込み計上しておるものでございます。説明欄の１から１０ま

でに係る分については、ここに記載をしておりますので、後ほどご覧いただ

ければと思います。次に中程の２目に入ります。 
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  ２目介護予防サービス等諸費につきましては、要支援１、２の認定を受け

た受給者が受けるサービスを見込み計上しておるところでございます。なお、

説明欄に記載しておる分については、ここに別途記載をしておりますのでお

目通しをお願い致します。次のページ、１８ページでございます。 

  ３目その他諸費は、介護給付費にかかる審査支払手数料を見込み計上をし

ているものでございます。 

  ４目高額介護サービス等費は、基準以上の世帯自己負担に係る補足給付と

して見込み計上をしているものでございます。 

  ５目高額医療合算介護サービス等費につきましては、前年の８月から本年

の７月までの１年間の医療保険と、介護保険の自己負担額の合算額が高額に

なる場合に負担を軽減するため支給をする制度でございまして、概算見込み

計上をしているものでございます。 

  ６目特定入所者介護サービス等費につきましては、食事や居住費が自己負

担化されたことによる低所得者への補足給付ということで、それぞれ見込み

計上をしておる分でございます。次に３０８、３０９ページでございます。 

  ３款財政安定化基金拠出金、１項財政安定化基金拠出金１千円で、前年度

同額を名目計上しておる分でございます。次のページ、４款でございます。

３１０、３１１ページになります。 

  ４款１項地域支援事業費２,７４０万９千円で、前年度比１９９万８千円の

増加となりました。 

  １目介護予防事業費は要介護等認定者以外の高齢者に対して、介護予防の

施策を行うための経費を計上しておるものでございます。主なものとしては、

事業実施のための在宅看護師等の雇い上げ賃金、しおさいの湯を利用した水

中筋力アップ事業や公民館等で行う介護予防事業に係る委託料、社会福祉協

議会からの派遣職員に係る人件費等に相当する負担金等を計上しておるとこ

ろでございます。 

  なお、新規にいきがいセンターを利用した元気アップ教室と致しまして、

ミニデイサービスに係る経費を計上しているところにより、増加しているも

のでございます。 

  ２目包括的支援事業、任意事業費は地域包括支援センターの運営に係る事

業費ならびに任意事業として、高齢者及び高齢者家族に対する各種支援事業



- 40 - 

に係る経費を計上しているものでございます。主なものとして、在宅で介護

されている家族の相談や継続して訪問が必要な高齢者のための在宅看護師雇

い上げ賃金、社会福祉協議会に委託をしております配食サービス委託料、包

括支援システム機器借り上げ料等の経費を計上しているものでございます。

なお、公用車購入に係る備品購入につきましては、前年度導入したことによ

りまして減額しているものでございます。 

  ２項保健福祉事業費８９４万４千円で、前年度比３９万円の増加でござい

ます。 

  １目保健福祉事業費は社会福祉協議会に委託を致しております配食サービ

ス事業に係る委託料が主なものでございまして、見込み計上を致しておりま

す。なお、全額を一般会計から繰り入れることに致しております。 

  ３項指定介護支援事業費７３０万１千円で、前年度比１６万３千円の増加

でございます。 

  １目指定介護予防支援事業費は、指定介護予防支援事業所と致しまして活

動経費を計上しております。主なものは、歳入の１０款諸収入、２項１目の

介護予防サービス費収入でございます。 

  介護予防支援専門員の嘱託職員や雇い上げ賃金、介護予防ケアプランの事

業所への委託料、社会福祉協議会派遣職員の人件費相当分の負担金等を計上

しているところでございます。予算書は３１４、３１５ページになります。 

  ５款基金積立金、１項基金積立金１千円で、前年度同額で名目計上をして

おるところでございます。予算書次のページ。 

  ７款諸支出金６万６千円で、１項償還金及び還付加算金が６万３千円で、

前年度同額でございます。 

  １目第１号被保険者保険料還付金、２目償還金、３目第１号被保険者等還

付加算金のいずれの目も前年度と同額を、それぞれ名目計上しておる分でご

ざいます。 

  ２項繰出金３千円で、前年度同額で名目計上をしておる分でございます。 

  予備費でございますが、予算書３１８、３１９ページになります。 

  ８款１項予備費で４８万７千円で、前年度比１３万７千円の増加となって

おります。予備費は歳入歳出の見合いにより計上している分でございます。 

  最後の３２０ページでございますが、債務負担行為に係る分の調書でござ
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います。この分につきましては、地域包括支援システムに係る分でございま

す。 

  次に、本日お配りを致しました平成２５年度介護保険事業特別会計予算総

括表、このＡ３版の分でございます。先程、歳入歳出で説明を致しました項

目を、それぞれ記載をしておるところでございます。上の段が歳入でござい

ます。下の段が歳出というところでございます。歳入歳出とも款項目で、目

名ですね、それから当初と書いております。その次のところからが事務費対

応分、給付費対応分と、それぞれの記載をしておるところでございます。そ

この中の給付費対応分というところで、この合計額が１１億２,１０１万円と

なっているところでございまして、総額予算の９４．９％を占めているとい

うところでございます。上の段の一番右の分のところで、上から第１号被保

険者、ここの分が保険料でございます。あとは、国、支払基金、県、町のそ

れぞれの負担ごとに、パーセントごとに拠出をするということで定められた

分でございます。一番下になりますが、地域支援事業枠の限度と記載を致し

ておりますが、これは第５期事業計画において、給付費見込み額と致してお

ります。これに対する地域支援事業枠の限度というのが定められておりまし

て、介護予防事業費につきましては２％、包括的支援事業、任意事業につい

ては２％と定めてある分でございますが、町の方針と致しておりますが、町

の当初予算における比率ということでご理解いただければと思います。介護

予防事業については０．８４％、包括的支援事業、任意事業については１．

５３％で、計で２．３８％を計上しているところでございます。ここについ

ては、当然補正等で増額または減額もあるかと思いますが、この分で変動が

あるということをお含みいただきたいと思います。 

  以上で、議案第２８号「平成２５年度川棚町介護保険事業特別会計予算」

について説明を終わりますが、ご審議の上ご決定いただきますよう、よろし

くお願い致します。 

議    長  次に、産業振興課長。 

産業振興課長  それでは、議案第２９号「平成２５年度川棚町観光施設事業特

別会計予算」について説明させていただきます。３２１ページからになりま

す。 

  第１条は、歳入歳出予算の規定でありまして、歳入歳出予算の総額は歳入
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歳出それぞれ２億８,１００万円と定めるとしているところでございます。 

  ２項につきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分毎の金額は、

第１表、歳入歳出予算によると定めているところでございます。 

  予算の内容につきましては、事項別明細書でご説明致します。まず歳出か

ら説明をさせていただきます。３３２、３３３ページをお開きください。 

  １款観光施設事業費１億６,８９７万７千円、これは皆増となっておりま

す。今回、一般会計から特別会計に移した予算の区分は、７款観光費のうち

大崎公園管理費、大崎公園整備事業費、それから大崎温泉管理費及び国民宿

舎管理費、それから１０款公債費、元金利子のうち、くじゃく荘及びしおさ

いの湯にかかるものを移しております。この分で前年度と比較しますと、１

億１,３５７万６千円の増加となっています。 

  １目管理費は大崎公園、しおさいの湯、国民宿舎くじゃく荘等の観光施設

の管理、運営に係る一般的な事務経費を計上しております。 

  大崎管理費では、大崎公園の指定管理料が主なものとなっております。 

  大崎温泉管理費、いわゆるしおさいの湯と温泉源の管理に係るものですが、

これは火災保険、備品購入が主なものとなっております。また、国民宿舎管

理費では、くじゃく荘の火災保険料、それから建築設備定期報告書の作成に

係る委託料を計上しております。 

  ２目改良費は大崎公園しおさいの湯、くじゃく荘などの観光施設の改修整

備にかかる経費を計上しているものです。大崎公園改良費では、バリアフリ

ーに対応するためにフライングケージのスロープ設置、くじゃく園歩道階段

部のスロープの改修、それからかぜの広場に多目的トイレの増設工事等を予

定して、それが主なものとなっております。大崎温泉管理費では、温泉源の

揚湯ポンプの工事、それから水井戸のポンプの入れ替え工事等、機械設備の

メンテナンスに係るものが主なものとなっております。それから国民宿舎改

良費、国民宿舎くじゃく荘は建設して１５年経っております。経年劣化が見

られております。その中で特に緊急的な対応が必要だという、くじゃく荘の

合併浄化槽の改修工事、外壁、屋根の改修工事、空調設備の改修工事が主な

ものとなっております。３３４、３３５ページをお願いします。 

  ２款公債費１億１,１５７万５千円、公債費は償還元金及び利子を見込み計

上しております。３３６ページ。 
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  予備費４４万８千円、予備費は見込み計上をしています。３３８ページ。 

  これは起債の現在高状況見込額調書です。説明は省略をさせていただきま

す。 

  続いて歳入について説明致します。３２８ページ、３２９ページをお願い

します。 

  １款繰入金２億７,１００万円、歳出総額から次のページの２款雑入を差し

引き、不足する２億７,１００万円を一般会計から繰り入れることとして計上

したものです。次のページ。 

  ２款雑入１千万円、これは指定管理を委託している観光施設のしおさいの

湯、国民宿舎くじゃく荘からの観光事業収入です。両事業から事業収益分と

して指定管理者の観光協会から納入いただくものです。これについては、観

光協会に予定といいますか、事業の内容を聴取して、この金額を決定してお

ります。昨年と同額を計上しております。 

  以上、説明を終わりますが、審議の上ご決定いただきますようお願い致し

ます。 

議    長  次に、水道課長。 

水 道 課 長        それでは議案第３０号「平成２５年度川棚町公共下水道事業特

別会計予算」について、ご説明させていただきます。予算書３３９ページを

お開きください。 

  第１条には、歳入歳出予算の規定でありまして、歳入歳出予算の総額は歳

入歳出それぞれ６億８,８５０万円と定めているところでございます。 

  ２項につきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分毎の金額は

第１表、「歳入歳出予算によるもの」と定めているところでございます。 

  第２条は、地方債に関する規定でありまして、地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表、「地方債による」と定め

ているところでございます。 

  第３条は、一時借入金に関する規定でありまして、借入の最高額を２億円

と定めているところでございます。 

  第４条では、歳出予算の流用に関する事項を定めているところでございま

す。 

  それでは、事項別明細書により説明させていただきますので、３４６、３
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４７ページをお開きください。歳入から説明させていただきます。 

  １款分担金及び負担金３７０万円、対前年度比６５５万円の減少となって

おります。下水道事業受益者負担金は、平成２３年度賦課分の３年目、平成

２４年度賦課分の２年目、平成２５年度賦課分の１年目を見込んで計上致し

ております。なお、平成２５年３月３１日に共用開始する面積は１．３ｈａ

を予定致しております。次に３４８、３４９ページをお願い致します。 

  ２款使用料及び手数料１億３,７９０万９千円、対前年度比４４１万円の増

額となっております。 

  １目下水道使用料の現年度分につきましては、前年度の実績見込みを基に

計上致しております。 

  ２目使用料及び手数料につきましても、前年度と同程度を見込み計上致し

ております。次に３５０、３５１ページをお願い致します。 

  ３款国庫支出金１億１,７００万円、対前年度比４,３５０万円の増加とな

っております。下水道事業費国庫補助金は、補助事業の伸びにより増額とな

っております。事業費の２分の１を見込み計上致しております。次に３５２、

３５３ページをお願い致します。 

  ４款繰入金３億２,２６８万２千円、対前年度比１,９８８万２千円の増と

なっております。一般会計繰入金は、必要最小限にとどめるように努力を致

しましたが、事業費が前年度より伸びる見込みとなることから、必要額を見

込み計上しております。３５４、３５５ページをお願いします。 

  ５款繰越金については、これまでも同一規模の計上としており、前年度同

額を見込み計上致しております。３５６、３５７ページをお願い致します。 

  ６款諸収入についてですが、これまでも同一規模の計上としており、前年

度同額を見込み計上致しております。３５８、３５９ページです。 

  ７款町債１億７２０万円、対前年度比３,９２０万円の増加となっておりま

す。下水道建設事業費債として、借入を予定しているものでございます。 

  次に歳出についてご説明致しますので、３６０、３６１ページをお願い致

します。 

  １款総務費１億１,８６０万８千円、対前年度比９３９万円の増加となって

おります。 

  １目一般管理費は職員２人分の人件費の他、下水道管路システム保守、河
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川水質検査の委託料、消費税及び地方消費税の確定申告納付予定と中間申告

納付予定を見込み計上致しております。 

  ２目管渠管理費は、マンホールポンプ１５箇所の電気、水道代、通信費、

維持管理委託料などの維持管理に要する経費及び管渠舗装補修工事に要する

経費を計上致しております。 

  ３目処理場管理費は、薬品代、電気水道代、流量計部品交換、既設土壌脱

臭装置改修等の修繕料、処理場維持管理業務、水質検査業務、汚泥処理業務、

緑化管理業務の委託料など、終末処理場の維持管理に必要な経費を計上致し

ております。 

  ４目都市下水路管理費は、下組ポンプ場の電気料、修繕料、保守点検委託

料などの維持管理に要する経費及び下組ポンプ場、下組都市下水路の安全施

設工事の他、成宇津都市下水路の旭ヶ丘溜め池浚渫工事に要する経費を計上

致しております。主な工事と致しましては、下組都市下水路転落防止柵設置

工事として、川棚医療センター内の病院側の水路に、転落防止の柵を設置す

る予定を致しております。３６４、３６５ページをお願い致します。 

  ２款建設費２億６,１４７万円、対前年度比８,５１５万６千円の増加とな

っております。下水道建設費は、職員３人分の人件費の他、小串地区汚水管

渠工事及び水道移設補償費並びに認可拡大区域の実施設計業務などに要する

経費を計上致しております。 

  主な事業予定と致しましては、委託料として認可拡大になります東小串の

一部、西小串の一部、惣津地区の実施設計の委託です。また、工事請負費に

つきましては、小串地区汚水管渠開削工事、全体延長２,０４０ｍ、小串地区

舗装工事、全体面積２,７５０㎡、補償、補てん及び賠償金として、小串地区

汚水管渠開削工事にかかる水道補償、全体延長４００ｍを予定致しておりま

す。次に３６６、３６７ページをお願い致します。 

  ３款公債費３億７９４万円、対前年度比５４９万４千円の増加となってお

ります。下水道建設事業債の元金及び利子の償還金を見込み計上致しており

ます。次に３６８、３６９ページをお願いします。 

  ４款予備費ですが見込み計上を致しております。３７０ページから３７２

ページにおきましては、給与費明細書と地方債の現在高状況見込み額調書を

記載しておりますが、説明は省略させていただきます。 



- 46 - 

  以上で説明を終わりますが、ご審議の上ご決定いただきますよう、よろし

くお願い致します。 

議    長  引き続きお願いします。 

水 道 課 長        それでは議案第３１号「平成２５年度川棚町簡易水道事業特別

会計」について、説明させていただきます。予算書３７３ページをお開きく

ださい。 

  第１条には、歳入歳出の規定でありまして、歳入歳出予算の総額は歳入歳

出予算それぞれ３０５万１千円と定めているところでございます。 

  ２項につきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分毎の金額は、

第１表、「歳入歳出予算による」と定めているところでございます。 

  第２条は、一時借入金に関する規定でありまして、最高額は１００万円と

定めているところであります。それでは事項別明細により説明させていただ

きますので、３８１ページをお願い致します。歳入から説明させていただき

ます。 

  １款使用料及び手数料１８０万２千円、前年同額を見込んでおります。簡

易水道使用料の現年度分は、前年度の実績見込みを基に計上致しております。

同じく手数料につきましても、同程度を見込んでおります。 

  簡易水道の給水契約軒数は４５軒、年間給水量を１万２００㎥、月平均給

水量を８５０㎥と見込んでいるところであります。３８２、３８３ページを

お願い致します。 

  ２款分担金及び負担金９万７千円、前年同額を見込み計上致しております。

３８４、３８５ページをお願い致します。 

  ３款繰入金１１０万円、対前年度比１０万円の減少となっております。一

般会計繰入金は、必要最小限にとどめるように努力し、必要額を見込み計上

しているところであります。３８６、３８７ページをお願い致します。 

  ５款繰越金については、これまでも同一規模の計上としており、前年度同

額を見込み計上致しております。３８８、３８９ページをお願いします。 

  ６款諸収入についてですが、これまでも同一規模の計上としており、前年

度同額を見込み計上致しております。 

  次に歳出について説明致しますので、３９０、３９１ページをお願いしま

す。 
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  １款総務費９万２千円、前年同額を見込み計上しております。職員の時間

外手当の他、賠償責任保険、県水道協会負担金などの経費を計上致しており

ます。３９２、３９３ページをお願い致します。 

  ２款事業費２９０万３千円、対前年度比６万１千円の減少となっておりま

す。施設の管理、メーター検針業務及び水質検査の委託料、電気料、修繕料

など、給水業務に要する経費を計上致しております。３９４、３９５ページ

をお願い致します。 

  ４款予備費５万６千円、対前年度比３万９千円の減少となっております。

予備費については見込み計上としております。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議の上ご決定いただきますよう、よろし

くお願い致します。 

議    長  引き続き２５年度の水道会計をお願い致します。 

水 道 課 長        それでは別冊になります。議案第３２号「平成２５年度川棚町

水道事業会計予算」について説明させていただきます。予算書の１ページを

お開きください。 

  第２条には、業務の予定量を規定致しております。給水戸数、給水量など

を定めるとしているところでございます 

  第３条には、収益的収入及び支出の予定額の規定でありまして、収入総額

を３億２,３７６万円、支出の総額を２億７,６１２万９千円と定めていると

ころでございます。 

  第４条では、資本的収入及び支出の予定額の規定でありまして、収入総額

を４億７,４５０万円、支出の総額を６億４,４５４万１千円と定め、収入額

が不足する額につきましては、積立金等で補てんすることとしているところ

でございます。 

  第５条は、企業債に関する規定でありまして、起債の目的、限度額、起債

の方法、利率及び償還の方法は表に記載によると定めているところでござい

ます。 

  ６条は、一時借入金に関する規定でありまして、借入の最高額は３千万円

と定めているところであります。 

  ７条では、支出予算の流用に関する事項を定めているところであります。 

  ８条は、棚卸資産の購入限度額に関する規定でありまして、購入の限度額
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は５００万円と定めているところでございます。次に１９ページをお開きく

ださい。 

  川棚町水道事業会計予算の収益的収入及び支出の収入から説明させていた

だきます。 

  １款水道事業収益３億２,３７６万円、対前年度比１,０３６万円の減少と

なっております。なお、表の計上概要の付記に主な内容を記載しております

ので、一緒にご参照いただければと思います。 

  １項営業収益における給水収益の予測としては、一般生活用水、官公署、

事業所の水道使用料については、給水戸数の増加や下水道の普及による加入

戸数は増加するものの、生活様式の変化や水洗器具開発等の進歩により、節

水型傾向にあるため、一般生活用水及び官公署ならびに事業所において、い

くらか減少もしくは、昨年並みの使用料があると予測しておりますが、工場

用水につきましては、近年の世界的な経済悪化や円高の状況から脱却しつつ

ある中でありますが、依然として経営状況は厳しい部分があり、使用料につ

いても減少していくものと予想しております。以上のことから、全体的な水

需要は前年度と比較して４％程度の減少を見込んでおるところであります。

戸別の使用水量の予測は、一般生活用水が約１％減、官公署は昨年並み、事

業所は約３％増、工場用水は約１９％減を見込んでおります。そこで、平成

２５年度の年間有収水量につきましては、有収率を８７％と見込み、１７７

万５千㎥を予定して、水道料金収入を３億円と見込み計上しているところで

あります。その他の営業収益は、昨年度の実績を基に見込み計上しておりま

す。 

  ２項営業外収益においても、昨年度の実績を基に見込み計上致しておりま

す。２０ページをお願い致します。２０ページから２３ページにつきまして、

支出について説明をさせていただきます。 

  １款水道事業費用２億７,６１２万９千円、対前年度比５８６万２千円の減

少となっております。 

  １項営業費用につきましては、１目原水費から７目資産減耗費まで水道事

業の営業にかかる費用を見込み計上致しております。主な事業予定としまし

ては、２目上水費においては、浄水場管理業務、汚泥処理業務、電気計装機

械設備保守点検、樹木管理業務などであります。 
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  ３目配水及び給水費においては、量水器取替にかかる修繕料、琴見ヶ丘地

区、数石地区、東小串地区、上組地区の配水枝管布設替え工事、下水道工事

及び建設課所管工事に伴う水道管移設工事などを予定致しております。２３

ページ。 

  ２項営業外費用であります。企業債、支払利息１８件分などの予定を見込

み、必要な経費を計上致しております。なお、収益的収入及び支出において

の収入支出差し引きは、４,７６３万１千円の利益が生じる見込みであります

が、消費税を納付したあとの実質的な経常利益は３,８２９万８千円となる見

込みであります。２４ページをお願い致します。 

  資本的収入及び支出の収入から説明させていただきます。 

  １款資本的収入４億７,４５０万円、対前年度比９,４５０万円の増加とな

っております。 

  １項の企業債は、山道浄水場第７次拡張事業に係る借入を予定しており、

２項の工事負担金は、下水道工事に伴う水道管移設工事に伴う負担金を予定

致しております。次に支出についてです。 

  １款資本的支出６億４,４５４万１千円、対前年度比１億２,５８０万３千

円の増加となっております。 

  １項建設改良費は、１目固定資産購入から３目施設拡張費までの建設改良

に係る経費を見込み計上致しております。主な事業予定と致しましては、２

目建設改良においては町道中小串線配水管、上組地区送水管、川棚医療セン

ター送水管の布設替え工事及び小串地区下水道工事に伴う水道管移設工事。 

  ３目施設拡張費におきましては、山道浄水場第７次拡張事業として、施工

管理業務及び急速ろ過機設置、既設凝集沈澱地傾斜板等設置、既設緩速ろ過

池撤去を含む敷地造成、浄水井築造、新規凝集沈澱地築造などの工事を予定

しております。その内容につきましては、資料としてお付けいたしておりま

すＡ３版をお開きいただきたいと思います。 

  まず右肩上の資料１につきましては、山道浄水場の工事工程表であります。

一番左が現在計画しております施設の名称等でございまして、あと２４年、

２５年、２６年ということで、色分けをさせていただいております。２４年

度、すでに発注が終わっている部分を黄色、２５年度新年度予算で計画して

いる部分を赤、２６年度以降ということで、２６年度以降の部分を緑、予定
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と致しましては、これまで説明してまいりましたように２７年４月に完了通

水ができるということに致しております。 

  次が資料の２ということで、年次計画平面図を付けております。先程の工

程表の色分けと同じ着色をさせていただいております。黄色ですでに塗りつ

ぶしているところが、２４年度発注済みの分でございます。赤の着色、赤の

枠囲み、あるいは赤のハッチ、斜線につきまして、２５年度で計画している

分でございます。緑につきましては、２６年度計画というふうにご参照いた

だければと思っております。 

  ２項の企業債償還についてでありますが、１８件分を予定し、必要な経費

を計上しております。なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額、１億７,００４万１千円におきましては、当年度分損益勘定留保資金４,

９２９万１千円、当年度分消費税資本的収支調整額２,８６２万６千円、減債

積立金４,３２１万１千円、建設改良積立金４,８９１万３千円で補てんをす

る予定をしておるところであります。なお、ただいま読み上げました数字に

つきましては、予算書の１ページに掲載しておりますのでご一読下さい。次

に１０、１１ページをお願い致します。 

  山道浄水場第７次拡張事業費の継続費に関する調書を記載しております。

平成２４年度補正予算第３回でもご説明致しましたように、平成２４年度事

業費の執行残額３,３９０万円を逓次繰越として、平成２５年度事業費の予定

に組み込んでおります。したがいまして、平成２５年度の事業費は５億３,

１９０万円と予定しているところでございます。なお、全体事業費について

は変更はございません。 

  ４ページから５ページには、予算の実施計画書、６ページには資金計画書、

７ページから９ページには給与明細書、１２ページから１７ページには当年

度分及び前年度の損益計算書と貸借対照表を記載しておりますが、ここでは

説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議の上ご決定いただきますよう、よろし

くお願い致します。 

議    長  以上を持ちまして、本日の日程は全部終了を致しました。 

  本日は、これで散会と致します。ご起立願います。お疲れ様でした。 
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